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資料４



NICTにおけるAI研究

• ３センターにて実施
–ユニバーサルコミュニケーション研究所(けいはんな）

• 先進的音声翻訳研究開発推進センター
– 多言語音声翻訳

• データ駆動知能システム研究センター
– 音声対話システム、質問応答システム等

–脳情報融合通信研究センター
• 脳における知覚情報処理のモデル化等
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「mimi® 音声翻訳
powered by NICT｣

Fairy Devices

「接客音声翻訳」
三菱地所(凸版印刷）

「はなして翻訳｣
NTTドコモ

「NEC翻訳」
日本電気

観光地アプリ 専用端末

「どこでも翻
訳｣
フィート

「しゃべって翻訳 for A」
ATR-Trek

「SmaLingualシリーズ
多言語音声翻訳サービス｣
見果てぬ夢[IP Dream]
スマートカルチャーゲートウェイ

「TOTTRA｣
鳥取県ハイヤータクシー協会

(Fairy Devices)
「駅コンシェル®」

日立ソリューションズ･テクノロジー

(「鉄道向け多機能翻訳アプリ｣
京急･NICT･BRICK’s･日立G
※実証実験時）

鉄
道

交通機関タクシー

病院 医療機関

「みらい翻訳プラットフォーム
音声翻訳APIサービス」

みらい翻訳
「多言語音声APIサービス」

日本電気
「mimi® Cloud API Service」

Fairy Devices

「医療通訳タブレット
MELON｣
コニカミノルタ

APIサービス

VoiceTra

「対面ホンヤク」
パナソニック

「POCKETALK® S｣
ソースネクスト
令和2年11月に
シリーズ累計出荷
台数80万台突破

警察消防

「VoiceBiz ®」
(ボイスビズ)
凸版印刷

自治
体

「ハイブリッド式多言語通訳
サービス KOTOBAL」

コニカミノルタ

「救急ボイストラ」
消防庁

726本部中631(86.9%)の消防本部で
活用[R3.1.1現在]

･「PIT/スマホと腕時計型端末」
岡山県警

･「VoiceTra」 ※実証実験中
道府県警(NICT)

「高度警察情報通信基盤システム(PIII)」
搭載機能
警察庁

全国47都道府県警に合計5万台の専用スマート
フォンやタブレットを配備

電話

「多言語業務向けシステム」
住友ゴム工業(ATR-Trek)

※特定のユーザ向け

工場

公的機関

ビジネス

「native.heart」
BRICK’s

自動翻訳電話
｢PANインバウンド｣

unlock

｢Fairy I/O ®

Tumbler T-01｣
Fairy Devices

｢eTalk5みらいPFモデル｣
TAKUMI JAPAN

ASTRECの多言語音声翻訳技術の社会展開例(一部)
-NICTのVoiceTra技術が社会に広まり言葉の壁を感じない社会が実現しつつある-

（ https://gcp.nict.go.jp/news/products_and_services_GCP.pdf より）

音声翻訳技術（ソフトウェア・データベース）のライセンス実績は57件（R２年度末時点）



グローバルコミュニケーション計画2025（2020年3月総務大臣発表）
における研究開発課題
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日本国際博覧会（大阪・関西万博）を
想定した利活用例
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GC計画2025ロードマップ
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データ駆動知能システム研究センター(DIRECT)
ここ２年間の成果

1

WISDOMX
⼤規模Web情報分析システム

九州北部豪⾬で鉄橋流失を
他に先んじて発⾒

Twitter 情報を⽤いて災害に関する質問に
回答。エリアを指定すると被害状況の要約

も。⾃治体等、実災害で実際に活⽤

Q:熊本県で何が不⾜し
ている（地図表⽰）

防災チャットボット
SOCDA

⽕災がおきてます

何か被害があれば
教えてください。

ありがとうございます
写真はありますか︖

以上で登録しました

場所を教えてください。

⺠間企業へ技術移転済み⺠間企業へ技術移転済み
ウェザーニューズが
ビジネス開始
ウェザーニューズが
ビジネス開始

Q: ⾔語能⼒をもたらす
遺伝⼦は何か︖

Q: ⾔語能⼒をもたらす
遺伝⼦は何か︖

• 深層学習も⽤いた⼤規模⾃然⾔語処理システム、対話システム、基盤技術

技術
転⽤
技術
転⽤

Web６0億件から様々な質問に回答。
2015年より試験公開中

深層学習版を2021年3
⽉末より⼀般公開開始
深層学習版を2021年3
⽉末より⼀般公開開始

Web40億ページの情報を使って⾳声
の質問に回答し、雑談も⾏う。対話
時の省略等⽂脈処理も実施

次世代⾳声対話システム

WEKDA

対災害SNS情報分析システム
DISAANA / D-SUMM

最近、1⽇三⾷ご飯たべてますか︖
もりもり⾷べてるよ。
漬物がおいしくてね。
それは良いですね。
漬物はビタミン…

要⽀援以上の⾼齢者の健康状態チェック(介護モニタ
リング）の⼀部を代替。Webを⽤いた雑談で⾼齢者のコミュ
ニケーション不⾜を解消。実証実験実施中。SIP第⼆期、
KDDI、NECソリューションイノベータ、⽇本総研と共同開発
YouTubeでMICSUSと検索するとデモ動画が

MICSUSマルチモーダル
⾳声対話システム

被災者とAIがスマホで対話を⾏い、被害
情報の収集、避難⽀援を実施。SIP第⼆期

RaNNC⾃動並列化深層学習
ミドルウエア

2021年3⽉末よりフリー
ソフトとして⼀般公開開始
2021年3⽉末よりフリー
ソフトとして⼀般公開開始

⽇本語BERTも公開
1年で2500件のダウンロード
⽇本語BERTも公開
1年で2500件のダウンロード

巨⼤なニューラルネットワークを⾃動的
に分割し、モデルパラレルでの並列学習
を⾶躍的に簡単に実⾏。現在、130億パ
ラメータの拡⼤版BERTまで動作確認

Q: FOXP2はどのように
して⾔語能⼒をもたらす
Q: FOXP2はどのように
して⾔語能⼒をもたらす

技術
転⽤
技術
転⽤

技
術

転
⽤

技
術

転
⽤

技術
転⽤
技術
転⽤

Q: AIで解決できそ
うな社会課題は

Q: AIで解決できそ
うな社会課題は
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データ駆動知能システム研究センターの今後
2030年の音声対話システムのイメージ

A銀行の定期預金が満期を迎えますね。B国の
投資信託が人気のようですが、どうですか︖

でもB国の政権が不安定だからあぶないんじゃない︖

そういう意見もありますが、一方で本日の新聞には
面白いことが書かれていますよ。後で送ります。

了解。開発チーム全員に送っておいて。

開発項目(工程表参照）
• 対話システムが目的やポリシーを持ってユーザに合わせた対話を可能にする

データ駆動モデル化、知識獲得、文脈処理技術、質問応答技術の高度化
• 超大規模ニューラルネットワークの構築、学習等のための基盤ソフトウエア、

学習データ等の収集、構築、システム稼働のリソースを可変にできるエラス
ティックな自然言語処理技術、防災・減災に資する自然言語処理技術

• 民間企業等と連携しての研究開発

WEKDA

仕事の話だけど、C社向けソフト開発はどうかね︖

Dアルゴリズムで効率化できそうです。
関係する論文を送っておきます。

通勤中の
自動車内

• 多様な場所、タイミングでユーザと仕事、家庭の事情等多様な話題に関して
ブレインストーミングを実現

• 高齢者介護等、社会課題の解決につながる音声対話システムの開発
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データ駆動知能システム研究センターの今後

社会知コミュニケーション技術
高度な深層学習技術等を用いて、インターネット等から、複数文書

の情報を融合しつつ、それらに書かれている膨大な知識すなわち社会
知を、人間にとってわかりやすい形式で取得し、さらには、それら社
会知の組み合わせや類推等で様々な仮説も推論する技術を開発する。

また、同様に深層学習技術等を活用し、前記技術で得られた社会知
や仮説、さらには用途や適用分野に合った目的やポリシー等を持つ仮
想人格を用い、ユーザの興味、背景や文脈に合わせた対話等ができる
社会知コミュニケーションシステムを開発する。

さらに、上で述べたようなインターネット等から知識、仮説を取得
する技術や、それらを活用する音声対話システム等、インターネット
等の知識・情報を活用する高度なAIサービスにおいて、ユーザの要求
の変動に質的、量的にエラスティックに追従し、運用コストを低減す
る技術を研究開発する。

加えて、これらの技術によってより多様な人々が社会知をより有効
に活用できる社会の実現に貢献し、また、開発した技術の社会実装を
目指す。

NICTの今中長期計画(2021年度-2025年度）中の記載
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AI戦略に対応するCiNetの研究開発成果

個別項目 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度以降 成果目標

映像等を視聴した
際に人が知覚する
内容を直接推定す
るAI技術【総】

脳の情報表現モデ
ルを活用し、人間
の一般的な知覚内
容を推定する
（2025年）。

人間の脳内視覚情報表現のモ
デル構築にかかる研究開発

脳内視覚情報と知覚・行動、情報の融合モデル研究開発

人間の個性を反映した脳内情報表現のモデル構築にかかる研究開発

個別項目 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度以降 成果目標

脳の情報処理の過
程を模倣した、多
様な情報処理が可
能なAIアルゴリズム
【総】

多様な能動的認知
の脳情報表現モデ
ル化に基づくアル
ゴリズム開発
（2040年）

単純で多様な能動的認知の脳内情報表現モデルの研究開発

自然な能動的認知の
脳内情報表現モデル

の研究開発

【成果（2020年度まで）】CM動画や映画予告編等を視聴する人の脳活動のモデルを
構築することで、映像に対する人の知覚内容等を一定精度で推定することが出来た。

（例）知覚内容の推定

脳活動
エンコード デコード

Nishida et al., AAAI 2020; 
Koide-Majima et al., NeuroImage 2020; 
Nishimoto et al., JP Patent 2019, 2020a/b

【課題（今後の予定）】
- 文化・属性（国籍、性別等）の違いに対応した脳活動モデル・AIの構築
- より先進的な深層学習・機械学習手法を用いた知覚・行動推定モデルの高度化

何％の人がコマーシャル
動画を最後まで観るかを
推定

BTL: 脳利用転移学習
TL: 転移学習

【成果発表】

【成果（2020年度まで）】知覚や想像、言語、論理判断等を含む103種類の認知課題
条件下の脳活動を説明する脳モデル構築および認知課題の脳デコーディングを実現した。

記憶

言語

想像

論理

審美 倫理

予測

…

多様な認知課題中の脳活動から認知表現空間を定量 脳活動予測・デコードモデル構築

脳活動予測精度(r)

0 1

大脳の85%以上の
広域活動を有意に
予測
（これまでの視聴覚
タスク下では~40%）

脳活動から認知内容の
デコーディングに高い
精度で成功

【課題（今後の予定）】
- 対話等のより自然で複雑な認知条件下における脳モ

デルの構築
- より先進的な機械学習アルゴリズムを用いた脳情報表

現モデルの高度化

【成果発表】 Nakai and Nishimoto, 
Nature Communications 2020

【成果展開】
- NTTデータにライセンス（特許4件、プログラム1件 合計5件）
- 当該技術を利用した商用サービスを展開
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CiNetにおけるAI戦略と中長期計画

個別項目 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度以降 成果目標

映像等を視聴した際に
人が知覚する内容を直
接推定するAI技術
【総】

脳の情報表現モデル
を活用し、人間の一
般的な知覚内容を推
定する（2025年）。

人間の脳内視覚情報表現の
モデル構築にかかる研究開発

脳内視覚情報と知覚・行動、情報の融合モデル研究開発

人間の個性を反映した脳内情報表現のモデル構築にかかる研究開発

個別項目 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度以降 成果目標

脳の情報処理の過程を
模倣した、多様な情報
処理が可能なAIアルゴ
リズム【総】

多様な能動的認知の
脳情報表現モデル化
に基づくアルゴリズ
ム開発（2040年）

単純で多様な能動的認知の脳内情報表現モデルの研究開発

自然な能動的認知の脳
内情報表現モデルの研

究開発

脳モデルを利用したＡＩ技術の研究開発（AI戦略）

人間の脳内視覚情報表現のモデル構築にかかる研究開発

単純で多様な能動的認知の脳内情報表現モデルの研究開発

脳内視覚情報と知覚・行動、情報の融合モデル研究開発

人間の個性を反映した脳内情報表現のモデル構築にかかる研究開発

主な取組 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
想定される成果（アウ
トカム、社会実装等）

脳情報解読
プロジェクト

映像等を視聴した際に人が知覚する内容を直接推定する技術

・人間の脳内視覚情報表現のモデル構築技術
・脳内視覚情報と知覚・行動情報の融合モデル構築技術
・人間の個性を反映した脳内情報表現のモデル構築にかかる研究開発

能動的な認知脳情報の解析・解読技術

・多様な認知課題を対象としたモデル構築と個人特性解読技術
・対話やVR環境等のより自然な認知条件における脳表現定量・解読技術

脳内視覚情報モデル構築
視覚・知覚・行動情報融合モデル構築）

個性を反映した脳内情報表現モデル構築

多様な認知課題を対象とした脳情報モデル構築と個人特性解読技術 1）

より自然な認知条件における脳表現定量・解読技術 2)

人間に近い判断や
評価手法の確立に
よるより安心な社会
の実現（2040）

人間の特徴を取り入
れた情報処理モデル
を構築（初期の成果

は2026）

第５期中長期計画期間
NICT・CiNetの中長期計画

NICT中長期計画とリンクさせてAI戦略研究開発を推進



CiNetにおけるAI戦略の今後

個別項⽬ 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度以降 成果⽬標

映像等を視聴した際に
⼈が知覚する内容を直
接推定するAI技術
【総】

脳の情報表現モデル
を活⽤し、⼈間の⼀
般的な知覚内容を推
定する（2025年）。

人間の脳内視覚情報表現の
モデル構築にかかる研究開発

脳内視覚情報と知覚・行動、情報の融合モデル研究開発

人間の個性を反映した脳内情報表現のモデル構築にかかる研究開発

AI戦略2025年目標のロードマップ

脳情報の読み解きに関する基礎的研究成果を創出し、企業との
共同研究により、NeuroAI技術を作り上げ、CM評価などの商用サ
ービスでの社会応用を実現※

民間企業が、国研と共同で脳情報を取得して様々なサービスに応用す
る。その際に、脳情報は国研で安全に保管できる体制を整備して、個別
の企業はセキュリティのコストを低減するとともに、国研においてビッグ
データ（日本人の脳情報）を集めることで、優位性を持たせ、それを民間
企業の利活用にフィードバックする。

出口戦略

取組1

取組2

民間企業と連携し、脳ﾓﾃﾞﾙを利用した
AI技術の民間利活用に資するデータ
収集とモデル構築推進
（PRISM制度の活用を検討中）

脳ﾓﾃﾞﾙを利用したAI技術の社会展開に先立って
社会受容に関する方策（ELSI等）の検討体制を
構築し、ガイドライン案を検討

※「NeuroAI」としてNTTデータより商⽤サービスを展開中
https://nttdata‐neuroai.com



ここ２年の受賞、論文、報道

• 受賞

– 10件 (日本オープンイノベーション大賞（２件）、
文部科学大臣表彰 科学技術賞、志田林三郎賞等)

• 報道

– 488件 (NHKスペシャル、日経新聞等)

• トップジャーナル、トップカンファレンス論文

– 28本 (Nature Communications、 Neuron、 Science、
ACL、EMNLP、AAAI、ICLR、IPDPS等)
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